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１．会社概要   

         

（１） 名称及び代表者名 村井鉄工株式会社       

代表取締役社長   村井 尚憲  

        

（２） 所在地 本社      

愛知県西尾市深池町長縄 114  

        

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

代表取締役社長                       村井 尚憲  

環境管理責任者及び連絡担当者     村井 尚憲   

TEL：0563-65-2757 

FAX：0563-65-2758  

（４） 事業内容  

自動車部品 製造（切削・研削加工） 

 

（５） 事業の規模   

１４台

４台

１１台

７台

４台

３台

４５台

１台

１台

４台

本社・工場

資本金

従業員

延床面積

形状測定機

真円度測定機

アラサ計

機械

円筒研削盤

アンギュラ研削盤

センタレス

NC旋盤

自動盤

切断機

専用機

1,000万円

45名

４２７５．９㎡

 

（６） 事業年度  

8 月～7 月  

 

認証・登録の対象組織・活動      

 全組織、全活動を対象とする    
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２．組織体制 

代表取締役

環境推進責任者

事務G 品質G製造課

エコアクション２１ 実施体系図（２０２２年１０月現在）

 

 

代表取締役 

・環境経営方針の決定 

・環境管理責任者の任命 

・全体の評価見直し 

・資金の提供 

・環境管理活動における資機材の提供 

環境管理責任者 

・マネジメントシステム監視 

・パフォーマンスの監視 

・環境管理外部との窓口 

・文章の記録と管理 

・遵守評価の実施 

・教育訓練の実施と管理 

各部門責任者 
・各部門における計画の遂行管理 

・実施状況の確認、記録管理 

各部門担当者 
・部門計画の実施 

・自己の役割の認識 
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３．環境経営方針 

村井鉄工株式会社 環境経営方針 
        

 

 

 

"村井鉄工株式会社はお客様に満足いただける製品を提供することを念頭に置いて、主力事業である自動

車部品製造の為の金属加工業務が環境に及ぼす影響を確実に把握し、省エネ省資源活動を継続的に行

っていきます。これら一連の活動を通じて地域社会の環境保全に努めます。"    

   

        

      

        

１．環境関連法規制や当社が約束したことを守ります 

２．省エネ活動で二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。 

３．製品不良の低減に努めます。 

４．節水に取り組みます。 

５．使用する機械は省エネ設計を行い環境負荷の削減に努めます。 

６．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。 

        

        

        

        

改訂日：2020/3/1 

 

代表取締役社長  村井尚憲 
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４.環境経営目標 

 

 

注１：電力排出係数 ： ENEOS サンエナジー2019 年度調整後排出係数 0.472 を使用 

注２：化学物質は使用していません 

注３：目標値は原単位で管理する 売上（億円）で割った数値を表す 

    基準年度売上 17.5 億円で計算 
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５.環境経営計画 

２０２１年度活動計画 

   取組項目 担当 具体的活動内容 

1.電力使用量の削減 全従業員 

・照明器具は、不要な点灯をなくし、昼休み等には消灯する。 

・社員退社時、不要な照明を消灯する。 

・エアコンの温度設定を夏季 28℃、冬季 20℃を徹底する。 

・エアコンの前に扇風機を設置し、室内温度の調整をする。 

・コンプレッサーの利用率を下げる 

2.灯油使用量の削減 全従業員 
・ストーブの温度設定は冬季 20℃を徹底する。 

・ストーブの前に扇風機を設置し、室内温度の調整をする。 

3.ガソリン 

使用量削減 
全従業員 

・無用なアイドリングをやめる。 

・経済速度で走る。 

・エコカーの導入検討。 

4.二酸化炭素排出量の

削減 
全従業員 ・上記1～3の活動による。 

5.一般廃棄物排出量の

削減 
全従業員 

・廃棄物の分別を徹底し、資源化する。 

・事務所内に分別ボックスを設置し、運用する。 

・その他コピー用紙の裏紙使用。 

６．産業廃棄物排出量

削減 
製造 G 

・マグネットセパレーターの水切りをしっかり行う 

・洗い油のリサイクルを行う。 

7.水使用量削減 全従業員 
・節水の掲示を行う。 

８.環境負荷の少ない設

備の導入 
製造 G 

・新規設備導入時省エネ設計を考慮する 

・遊休機や遊休部品などを積極的に利用する 

９.地域貢献活動 

(道路清掃活動) 
全従業員 

・工場周辺の道路を清掃する。 

10.不良品の削減 全従業員 
・製品ごとに不良品の数を把握し削減に努める 

・設備を点検を行い。不良品を作る前に修理を行う。 
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６.環境経営目標の実績・評価及び次年度の取り組み 

環境経営目標と実績 

取組み期間  ２０２１年８月１日～２０２２年７月３１日 

 

 

※売上 16.8 億で割った数値で計算している。 
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７．環境関連法規への違反、訴訟の有無 

当事業所に適用される環境関連法規とその遵守状況をチェックした結果、違反はありませんでした。 

また、その他関係各機関等からの指導や隣接する事業所及び近隣住民の方々からの苦情や訴訟も過去三

年間ありません。（2022/8/3 確認） 

 

当社の主な関係法令 

・フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律(フロン排出抑制法） 

・浄化槽法 

・騒音規制法 

・振動規制法 

・廃棄物処理法 

・工場立地法 

・消防法 

 

８．代表者による全体評価と見直し 

今回もコロナの影響もあり生産変動が大きくうまく成果が出ていない部分もあった。今年は、エアの使用量を

減らす活動を行ったが現状調査と味見トライで終わってしまった。次年度に改善し、進めていきたい。 

今年は省エネ診断を受けて次年度の取り組みのヒントを得ることができた、教えていただいたアイデアで次

年度以降にやれるものをやっていきたい。 

また３年活動し当初決めた目標設定にズレが多くなってきたので目標設定を見直しした。 

尚、本年度も方針や実施体制の変更はありません。 

 

                                                      2022 年 10 月 3 日 

村井鉄工株式会社  

代表取締役 村井尚憲 

 

 

 

 


